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要 旨

ア カ マ ツ お よ び ブ ナ の供 試 木 を用 いて,自 然 条 件 下 で の1年 後,2年 後 の 重 量 減 少,含 水 率 の 変 化

と供 試 木 中 に 棲 息 して い た動 物 相 を調 べ た 。

ア カ マ ツ供 試 木 は上 賀 茂 試 験 地 に設 置 し,長 さ50cm,直 径5～10cm,2～5cm,2cm以 下 お よ び 枝

を使 用 した。5～10cmの 直 径 の大 き な もの で1年 後 に23.4°0,2年 後 に41.9°0.2～5cmも ので32.6

00
,49.7%,2cm以 下 で31.7%,55.5%,枝 で は1年 後 で32.2%の 減 少 を し,小 さな 供 試 木 ほ ど減

少 率 は 大 き かつ た。 一 部 を ア カ マ ツ林 外(裸 地)に お い た が,シ ロア リの摂 食 に よ り,林 内 の もの よ

り も減 少 率 は大 きか つ た 。 含 水 率 は2年 後 に低 くな つ た 。

供 試 木 中 の動 物 の 現 存 量 は1年 後 に大 き く2年 後 で は 小 さ くな つ た が,現 存 量 の ほ と ん どを 占 め る

の は ヤ マ トシ ロア リ,マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ,マ ツキ ボ シゾ ウム シで あ り,ア カ マ ツ供 試 木 の 重量 減

少 には これ ら3種 が 重 要 な 働 きを して い る もの と考 え られ る 。

ブ ナ供 試 木 は 芦生 演 習林 に設 置 し,長 さ50cm,直 径4～6cmの もの を使 用 した。 ブ ナ供 試 木で は

1年 後18.3%,2年 後34.7%で,含 水 率 は2年 後 に増 加 す る。 棲 息 す る 昆虫 類 は1年 後 で は キ ク イ ム

シ,ナ ガ キ クイ ム シ科 の もの が す べ て で あ った が,2年 後 で は ヒゲ ナ ガ ゴマ フカ ミキ リが これ に加 わ

る 。

ま え が き

森 林 林 床 に 堆積 す る落 枝,林 内の 枯 死 木,伐 採 によ り残 され た 切 株 ・枝 条 な どの重 量 は 相 当 な もの

に な る で あ ろ う。 こ れ ら も長 い年 月 の間 に分 解 さ れ,土 壌 に還 元 され る。 しか し,こ の分 解 は落 葉 の
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場 合 とは異 な った 経 過 を た どる 。 す な わ ち,落 葉 は ミミズ,ヤ ス デ,ダ ンゴ ム シな どに よ って直 接 に

摂 食 され,く だ か れ るの に,落 枝,枯 死 木,切 株 な どは森 林 害 虫 と して 著 名 なせ ん孔 虫 と呼 ば れ る 昆

虫 類 に よ って,そ の 分 解 が 始 め られ る が,摂 食 に よ って粉 砕 さ れ る割 合 は大 き くな く,腐 朽 菌 に よ る

働 き が大 き い よ うで あ る 。 そ の分 解 に は落 葉 よ り もよ り長 い時 間 が 必 要 で あ る。

森 林 保 護 学 の 立場 か らは林 内 に放 置 さ れ た落 枝,倒 木,枝 条,切 株 な どは 害 虫 発 生 の 温 床 と な る可

能 性 が あ る と して 恐 れ られ て い る が,森 林 生 態 系 の 中 で は,こ れ らせ ん 孔 虫 は落 枝,切 株 な ど を分 解

し,生 態 系 の物 質 循環 に 大 き な役 割 を は た して い る こ と に な る。

マ ツ ク イ ム シの加 害 を受 け やす い ア カ マ ツ と腐 朽 しや す くまた 多 くの せ ん 孔 虫 の 加 害 樹 種 と いわ れ

る ブ ナ ノ キの 供 試 丸 太,枝 条 を用 い て,自 然 条件 下 で の 供 試 木 設 置後1年 目,2年 目 の重 量減 少 と そ

こ に 棲 息 し,分 解 に働 い て い る動 物 お よ びそ の変 遷 を知 る ため に本 研 究 を行 な った。 新 鮮 な ア カ マ ツ,

ブ ナ の餌 木 を使 用 して の,マ ツ ク イ ム シ の防 除 あ る い は ブ ナ丸 太 の 防 虫,防 腐 に関 す る研 究 は 多 い が,

落 枝,切 株 な ど の分 解 過程 と そ れ に 関与 す る動 物 の現 存 量 の 変 化 につ いて の報 告 は ま だ少 し しか な い。

本 研 究 中,ご 指 導 を い た だ いた 京 都 大 学 農 学 部 四手 井 綱英 教 授,堤 利 夫 助 教 授,古 野 東 洲 助 教 授,

林 業 試 験 場 昆 虫 研 究 室 山 田房 男 氏,元 岡 山 大 学 農 学 部 教授 故岩 村通 正 氏 に厚 くお 礼 申 し上 げ る。 ま た

キ クイ ム シ,ナ ガ キ ク イ ム シ類 の 同 定 は 林 業 試 験 場 昆 虫研 究 室 野 渕 輝 氏 にお 願 い した もの で あ る。 こ

こ に厚 くお 礼 申 し上 げ る。

Aア カ マ ツ 供 試 木 の 重 量 減 少 と 棲 息 し て い た 動 物

1.調 査 方 法

1963年4月24日 京 都 市 北 区上 賀 茂 京都 大学 農 学 部上 賀 茂 試 験 地 内 の天 然生 ア カマ ツ林 に,林 内 木 か

ら作 製 した ア カ マ ツ(PinusdensifloraSieb.etZucc.)の 供 試 木 長 さ50cm直 径5～10cm20本,

2～5cm30本,2cm以 下 の小 さな もの30本 と,ア カマ ッ の小 枝(葉 を と り除 い た もの)20本 を伐 採

作 製 後 す ぐに 林 内 地 表 に な らべ た 。一 部(group4)は 林 外 の 直 接 日光 に さ ら され る と こ ろ にお いた 。

設 置 時 に供 試 木 の 湿 重 量,含 水 率,乾 重 量 を 測 定 して お い た。

1年 後 の1964年5月24日,2年 後 の1965年5月20日 に,そ れ ぞ れ半 数 つ つ 回収 し,供 試 木の 重 量 減

少,含 水率 と 樹 皮 下,材 の 中 に棲 息 して い る 動物 を採 集 し,そ の 生 重 量 を測 定 した。 ま た,樹 皮 に あ

い て い る脱 出 孔 せ ん 入 孔,樹 皮 下 の 蠕室 数 な ど もあ わせ て記 録 して お い た 。

2.棲 息 して い た 動物

新 鮮 な ア カ マ ツ丸太,枝 条 を設 置 す る と,す ぐに マ ツキ ボ シゾ ウム シ(PissodesnitidusRoelofs)

が 歩 行,産 卵 を 始 め,ま た キ クイ ム シ類 のせ ん 孔 がみ と め られ た。 この 他,わ ず か に マ ツ ノ シ ラホ シ

ゾ ウ ム シ(CryptorrhynchidiusinsidiosusRoelofs)と カ ツ コ ウム シの1種 が 観 察 で き た が,い ず れ

も 日光 を さけ て 設 置 木 の裏 側,地 表 に接 す る 部 分 に集 ま って い る。 特 に林 外 に お い た もの は設 置木 の

上 側 には全 く歩 行 して い な い 。

1年 後 に回 収 した時 に は2cm以 上 の 大 き な 供 試 木 の 樹皮 は は げ や す い 。 これ は樹 皮 下 を う めつ く

して い るマ ツ キ ボ シゾ ウム シの摂 食,蝋 室 に よ る もので,ま だ 幼 虫,輔,成 虫 が蠕 室 内 に残 って い る

もの もあ った 。 材 中 に は マ ツノ マ ダ ラカ ミキ リ(MonochamusalternatusHope)の 孔 道 が あ り,樹

皮 に は大 き な 脱 出 孔 が あ い て い る 。本 種 も幼 虫,蠣,成 虫 が採 集 で き た が,個 体 数 は 多 くな い。 ヤ マ

トシ ロア リ(ReticulitermessperatusKolbe)の 摂 食,営 巣 を受 け た もの の供 試 木の 重 量 減 少 は著 し

く,供 試 木 の 内 部 は ほ とん ど空 間 に な って い る。 この他,せ ん 孔 性 昆虫 の キ クイ ム シ類 の せ ん 入 孔 と

わ ず かの 成虫,オ オ ゾ ウ ム シ(HyposipalusgigasFabricius),タ マ ム シ類 幼虫 が採 集 で きた が,い
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ず れ も個 体 数 は少 な く,重 量 減 少 に は それ ほ ど大 きな 役 割 を はた さな い よ うに 考 え られ る・ は げ や す

くな った樹 皮 下 か ら は ヒ ラ タ コガ ネ,ハ ネ カ ク シ,ゴ ミム シ ダ マ シ,キ ノ コム シ,コ メ ツ キ ム シ類 な

どの 甲虫 類 の幼 虫,双 翅 目幼 虫,ム カ デ類 が わ ず か に採 集 で きた 。 樹 皮 下 に は 極 め て 小 さ な トビム シ,

ダ ニ類 が棲 息 して い る。

設 置後2年 目で は マ ツキ ボ シ ゾ ウム シ,カ ミキ リム シの 成,幼 虫 は 極 め て 少 な くな り,シ ロア リの

棲 息 して い る供 試 木 もわ ず か で,す で に他 に移 動 して い る。 林 内 に設 置 した もの は1年 後 で も樹皮 は

う き上 って は げ や す か った が,と くに2年 後 で は 容 易 に 樹 皮 が 脱 落 す る。 しか し,林 外 の もの は 樹 皮

は2年 後 で もほぼ 完 全 に 密 着 して い る 。 また,2cm以 下 の 小 さな供 試 木,枝 条 で は 樹 皮 は ほ とん ど

脱 落 して い な い 。2年 後 で は この う き上 つ た 樹 皮 下 や シ ロア リ,カ ミキ リム シの 孔 道 に は コメ ツキ ム

シ幼 虫,ヤ スデ,ゴ キ ブ リ,イ シ ム カ デ,ア リ類 な ど,直 接 せ ん 孔 で きな い 動 物 た ち が 棲 息 して い る

が,そ の 数 は 多 くは な か った 。 ア カマ ツ供 試 木 で は 設 置 後 す ぐにせ ん 孔 す る キ ク ィム シ,マ ツキ ボ シ

ゾ ウム シ,1年 後 に は マ ツキ ボ ンゾ ウム シは す で に 羽化 脱 出 し,マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リ,イ エ シ ロ ァ

リの 現 存 量 が 最 も大 き くな る 。2年 後 で は,ム カデ,ヤ スデ,そ の 他 の 甲 虫 類 幼 虫 な ど個 体 数,現 存

量 は 減 少 す るが 種 類 数 が ふ え る とい う動 物 相 構成 の 変 化 が あ るよ うで あ る。

3.供 試 木 の 重 量,含 水 率 の変 化

第1図,第1表 に 設 置 時 の 乾 重 量 と1年 後2年 後 の 回 収 時 の 乾 重 量 を 示 した 。 ア カ マ ツ林 外 に設 置

した もの(group4)の 重 量 減 少 が林 内 の もの に 比 較 して や や 大 き い 。 林 内 に設 置 した 供 試 木 の平 均

残 存 率 は5～IOcmの もの で1年 後 に設 置時 の76.6°o,2年 後 に58.1°o,2～5cmの 供 試 木 で は1年

後67.4°o,2年 後50.3°o,2cm以 下 の 小 さな もの で は1年 後 で68.3°o,2年 後 に は設 置 時 重 量 の44.5

00に 減 少 して い た
。枝 条 の 重 量 減 少 は1年 後 は2cm以 下 の もの と同 じ く67.8°oで あ った が,2年 後

で は枝 条 の先,小 枝 が 折 れ て しま い,ほ とん ど原 形 を と どめず 重 量 の測 定 が で き な か った 。 これ に対

す る 含水 率 の 変 化 を も示 した が,設 置 時 含水 率 は 大 き さに よ って そ れ ほ どか わ らな い が,1年 後 の 回

収 時 に は5～10cm,2～5cmの 大 きな 供 試 木 ほ ど含 水 率 は高 く,2cm以 下 の もの,枝 条 で は含 水 率

は低 い 。2年 後 も同 じ く大 き い もの ほ ど含水 率 は 高 い が い ず れ も1年 後 よ り も低 くな って お り乾燥 し

て い る 。 これ は ブ ナ林 と比 較 して もア カマ ツ林 の 明 る さ に よ る もの で あ ろ う。

4.供 試 木材 中 の 動物 の現 存 量

供 試 木 は直 接林 床 に 設 置 して お い た の で,羽 化 脱 出 して し ま った 動物 は ま った く確 認 で きず 回収 時

に残 った もの の み直 接 に生 重 量 を測 定 す る こ とが で き た 。供 試 木 の うち,と くに2cm以 下 の もの と

枝 条 に は 樹皮 下 に わず か に み られ る トビム シ類 を 除 い て,ほ とん ど棲 息 す る 動物 を採 集 で き な か った 。

第2図 に1年 後,2年 後 の 供 試 木 の 中 に 棲 息 して い た動 物 の現 存 量 と供 試 木 の残 存 率 の 関 係 を示 した

が,1年 後 の 回収 時 の方 が2年 後 の 回収 時 に比 較 して,現 存 量 の大 き い もの が 多 い 。2年 後腐 朽 が進

む に従 って現 存 量 は減 少 す る もの と思 わ れ る 。 しか し,こ の 図 に は 大 量 の シ ロア リが棲 息 して い た供

試 木2本 は除 いて あ る。

回 収 に あ た って は棲 息 す る動 物 の種 名 確 認 と棲 息す る動 物 相 の現 存 量 を測 定 す る た め,主 なせ ん 孔

虫 の羽 化 期 で あ る5,6月 を選 ん だ が,そ れ で もす で に 羽 化 して しま った もの,あ る い は未 熟 な幼 虫 も

あ った の で,現 存 量 と動 物 の 食 材 量,供 試 木 の重 量減 少 に は,調 査 が不 十 分 で は あ るが,設 置後,年

を経 る に従 って供 試 木 の重 量 減 少(棲 息空 間 の減 少),材 の 質 的 変 化,乾 燥 な ど環 境 の変 化 な ど に よ

り,棲 息 す る動 物 相 の 現 存 量 は 小 さ くな って い くよ う に思 わ れ る。

こ れ は もち ろん,す で に述 べ た よ うに 棲 息 して い る動 物 の変 遷 に よ る もの で あ り,第2表 に供 試 木

の1年 後,2年 後 回 収 時 の 材 中 の動 物 の種 類 と その 現 存 量 を示 した。 設 置後1年 目で は シ ロア リの 現

存 量 が極 め て大 き い が,こ の シ ロア リの摂 食,営 巣 を受 け た もの は2～5cm以 上 の直 径 の 大 き な供 試



TablelPercentageoflossinweightofteststicks(Redpine)

供 試 木 の 重 量 減 少 と 含 水 率 の 変 化

AfteroneyearAftertwoyears

Diameter.一 一.

RateoflossWatercontentsRateoflossWatercontenti_iii.一一.一一一.一..一 一..一.一.一.一.-
5～10cm123,449.641.942.5!
2‐5cmI32.6142.9149.7127.7

under2cmI31.7130.OI55.5123.2.
twig32.225.7i-i一
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Fig.2Relationshipsbetweenbiomassesofanimalsinteststicksand

rateofremainsofteststicks

ア カ マ ツ 供 試 木 中 の 現 存 量 と供 試 木 の 残 存 率

Table2Biomassofanimalsinteststick(mg)

ア カ マ ツ供 試 木 中 の現 存 量

＼ ＼Diamete「5-1・ ・m2-5・munder2・mtwig

¥AfterAfterAfterAfterAfterAfterAfterAfteroneyeartwoyearsoneyeartwoyearsoneyeartwoyears,oneyeartwoyears」
PissodesnitidusI17710144610177101010

M°n°chamus

altern。 、us398・123711・ 、17・ …
l

Ipiidae

Hyposip・1・ ・

g、gaSg::1:1:°l°lolo::
Ret'cu'itermes

spera、us357933・9177675・2・251・5・ ・

Staphylidae4015・00000

ElateridaeI3519112781501010010

centipedes103926350 .000

0therbeetlesIO1013010111101010

antIO111611031197!OIOIOIO 1.旨
otheranimals421i123150'OIOitOO

木40本 の うち10本 で あ る。 つ いで 現 存 量 の大 き い のは キ ボ シゾ ウム シ,オ オ ゾ ウム シ,マ ツノ マダ ラ

カ ミキ リな どで あ るが,キ ボ シゾ ウ ム シは供 試 木 の ほ とん どす べ て に,マ ツ ノ マ ダ ラカ ミキ リ,オ オ

ゾ ウ ム シは5～10cmの 大 き な供 試 木 に棲 息 して い た が,2～5cm以 下 の直 径 の 小 さな供 試 木 に は 棲

息 して い なか っ た。

設 置後1年 目の 回収 時 に は樹 皮 に あ る マ ッキ ボ シゾ ウム ム シ,カ ミキ リム シ,キ ク イム シの 脱 出 孔,

蝋 室 数 な ど を確 認 す る こ とが で き る。 す で に述 べ た材 中 に 棲 息 して い た 動物 の現 存 量 に,棲 息 して い

た動 物 の 種 類 ご との 平 均 体 重 に,羽 化 脱 出 して い っ た個 体 数 を乗 じた もの を加 え て,総 棲 息 量 を求 め,

これ と供 試 木 の重 量 減 少 の 関 係 を第3図 に示 した。 しか し,シ ロア リは す で に 移 動,脱 出 して い る場



s

合,そ の個体数を確認できなかったので,シ ロ

ア リに摂食されたもの,お よび林外に設置し

たものは除外 してある。また,成熟せずに死亡

したものも確認できない。また減少の少ない

すなわち残存率90～60°oく らいのものに現存

量は最も大きい。減少量の大きいものにはほ

とんど動物が棲息 していないか,ま た棲息し

ていても現存量は極めて小さい。すでに羽化

脱出してしまったためであろう。 しか し2cm

以下の小さな供試木では減少率も大きいが,

動物は極めて少ない。 この重量減少は腐朽菌

による働きが大きいのであろっ(ダ)。

Bブ ナ供試 木 の重量 減少

と棲 息 して い た動 物

1.調 査方法

1963年7月1日 京都大学芦生演習林(京 都

羅森騨禦真罐 謙盤認
の枝 か ら供 試 木直 径4～6crn,長 さ50cmの

もの22本 を 作 製 し,ブ ナ天 然林 内 に設 置 し,

ア カ マ ツで の実 験 と 同 じ く湿 重 量,乾 重 量,

含 水 率 を測 定 して お い た 。

1年 後 の1964年7月22日 と,2年 後 の1965

年7月12日 に 半 数 つ つ を 回 収 し,設 置後 の 重

量 減 少 を測 定 し,棲 息 して いた 昆 虫 類 と樹 皮 にあ るせ ん 入 孔,脱 出 孔 を 記 録 した 。

2.棲 息 して い た動 物

ブ ナ供 試 木 設 置後2年 間 は第3表 に示 した よ う にキ ク イム シ,ナ ガ キ ク イ,カ ミキ リム シな ど のせ

ん 孔 虫 に よ って 始 め られ た分 解 の 初 期 の 段 階 で あ る と いえ よ う。1年 後 で は キ ク イム シ科 の ル イ スザ

イ ノ キ ク イ(XyleboruslewisiBlandford),ミ カ ドキ ク イ($colytoplatypusmikadoB。)が 主 な も

の で 木 口に は ヒ メ ツ ツ キ ク イF(X.germanusB)が せ ん 孔 し,ナ ガ キ ク イ ム シ科 の ヤ チダ モ ノ ナ ガ

キ ク イ(CrossotarsusniponicusB・)が わ ず か に採 集 で き た。 設 置 後2年 目で は,ル イ スザ イ ノ キ ク

イ,ヒ メ ツ ツ キ クイ,ヤ チ ダ モ ノ ナ ガ キ ク イ が 同 じ くせ ん 孔 し,さ ら にX・rubricollisEichhoffが

供 試 木の 一 部 にみ られ た。

この他,2年 後 に は カ ミキ リム シ科 の ヒゲ ナ ガ ゴ マ フ カ ミキ リ(PalimnalitulataBates)が せ ん

孔 して い る。1年 後 で は樹 皮 に割 れ 目が 入 って い るが,脱 落 は して いな い。 切 口 あ る いは 小 枝 の あ っ

た と ころ は内 部 はす で に変 色 して い るが,材 の 中心 部 で は ま だ変 色 して い な か っ た。2年 目で は樹 皮

は うき上 り,脱 落 しや す く,樹 皮 下 には 双 翅 目の 幼 虫 や トビ ム シ類 が 多 い 。 カ ミキ リム シの 孔 道 が あ

れ ば,木 くず で満 され,キ ク イ ム シ,ナ ガ キ ク イ の孔 道 に は水 が 入 って お り,材 の 中 心 まで 変 色 して

い た 。
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Table3.Weightlossofteststicksofbeechandassociatedinsects

ブ ナ供試 木 の 重 量減 少 と棲 息 して い た昆 虫 類

InitialWeightlAfter°neWaterRate°fRemarks(e.h.)emergencyh°le

(dry)gyear_content_loss_(a)adult

1.July'6322・July'64 
①686.6570・346・716・9X.lewisi(e.h.)2,0thersma11(e・h・)1

②551.7481.143・412・8X・1ewisi(e.h.)1

③588・5476・246・519・1X・germanus(a)2

①514.9443.843.113.8

⑤778.5657.344.315.6

⑥410.7323.446,121.3S.mikado(a)2

⑦551.7434.150.121.3C.niponicus(a)1,X.germanusP(e.h.)5

③557.8468.143.616.1X.1ewisi(e.h.)2

⑨484.3406.842.716,0X.1ewisi(e.h.)1,X.germanusa(e.h.)2

⑩343.3261.946.023.7X.1ewisi(e.h.)2,C.niponicus(e.h.)2

⑪655.9494,145.724.7X.lewisi(e.h.)5

Average45.318.3

1nitialWeightAftertw°WaterRate°fRemarksyearscontentlloss
 

 

1.July'6312.July'651 1
⑫643.7429.950.333.2C.niponicus(e.h.)3,small(e.h.)2

⑬882.7612.358.930.6S.mikado(e.h.)1

⑭711.1448.255.437.OX.rubricollis(a)2.X.lewisi(e.h.)3 ,
⑮502.7360.252.628.4S.mikado`(e.h.)1

0576.2418.353.027.4X.lewisi(a)1

0876.6557.254.736.4X.germanus(a)3

●692.7416.753.739.8P.liturata(1)1,S.mikado(e.h.)2

⑲373.9272.251.4272S.mikado(a)1

●324.9178.546.745.1P・liturata(1)1,X.lewisi(e.h.)1,C
.niponicus(e.h.)2

⑳367.8222.459.239.5C.niponicus(e.h.)3,small(e.h.)2

⑳533.3334.848.537.2X.lewisi(e.h.)2C.niponicus(e.h.)3

Ave「ag・53・1134・7

さ らに,こ の ブ ナ林 内 に 放 置 した 新 鮮 な ブナ丸 太 に加 害,産 卵 が確 認 で き た もの はX.validusE.,

X.semiopacusB.,X.seriatusB.,PlatypusseverniiB.,P.hamatusB.,キ バ チ科 のXiphydria

PalaeanarcticaSemanov,ヒ ラ タ エ ンマ ム シ科 のPlatysomasp.ツ ツ シ ンク イ科 の ブ ナ ツツ シ ンク

イ(Hylecoetusdermestoides)な どで あ るが,西 本(1965)に 一 部 報 告 され て い るよ う に,芦 生 演

習 林 に お いて はC.niponicus,P.hamatus,X,lewisi,X.germanus,S.mikadoの5種 が最 も多 い

よ うで あ る。 せ ん 孔 は いず れ も地 面 側,切 口で,日 光 の あ た る上 側 に は ほ とん どせ ん 入 孔 はな い 。 内

田 ら(1956)は ブ ナの 害 虫 と して10科44種 の せ ん 孔 虫 を 記 録 して い るが,芦 生 演 習 林 の もの は すべ て

これ に記 録 され て い る もの で あ る。

3.ブ ナ供 試 木 の 重 量 減 少

第3表 第4図 に1年 後,2年 後 の 重 量 減 少 を 示 した が,1年 後 に は設 置 時 の88～75%,平 均81.7%

の 重 量 に,2年 後 に は73～55%,平 均65.3°oの 重 量 に 減 少 して い る。設 置後1年 で18.3%,2年 後 は

1年 目の もの の20.1%の 減 少 を した こと に な る 。 もち ろん,こ れ ら も設 置 した供 試 木 の 大 き さ に関 係

す るで あ ろ うが,ブ ナ供 試 木 の試 験 で は大 き さを か えな か っ た。
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同じく,含 水率の変化も示 したが,含

水率はアカマツの場合と異なり,1年 後

よりも2年 後の方が含水率が高 くなって

いる。

C考 察

アカマツ供試木を用いたものでは新鮮

鍵鰐 瓠1篠;;㌶狂夏
ラカ ミキ リ,ヤ マ トシ ロ ア リ,2年 後 の

ク チ キム シ,ム カ デ類 へ の構 成 す る動 物

相 の 変遷 がみ とめ られ る。 設 置後1年 目

に棲 息 して い る動 物 の 現 存 量の ほ とん ど

を 占 め るの は,シ ロア リ,カ ミキ リム シ,

キ ボ シゾ ウム シそれ に オ オ ゾ ウム シ,コ

メ ツ キ ム シな どの 甲虫 類 で あ るが,2年

後 で は現存 量 は急 激 に 減 少 して い る が,

な お シロア リ,マ ツノ マ ダ ラカ ミキ リ,

コ メ ツキ ム シの 現存 量 が 大 き い 。 しか し,

ア リ類,ム カ デ類 ヤ ス デ類 な ど直 接 せ

ん 孔 で き な い他 の 動物 の存 在 が 大 き な割

合 を 占め る よ うに な って くる。

ブ ナ供 試 木 を用 い た実 験 で は1年 後,

2年 後 に明 瞭 な 動 物 相 の 変 遷 を 認 め る こ

と は で きな か っ たが,2年 後 の 供試 木 に

は キ クイム シ,ナ ガキ ク イ に,さ らに 破

壊 力 の あ る ヒゲ ナ ガ ゴ マ フ カ ミキ リが 棲

息 して い る こ とが 特 徴 で あ ろ う。 動 物 相

とそ の変 遷 の 追 求 には,い ず れ に して も

上 り多 くの供 試 木 の 設 置 と供 試 木 の大 き

さを かえ る こ と,よ り長 期 間 で の観 察 が

必 要 で あ ろ う。

切 株,枯 死 木 あ るい は 餌 木 を設 置 して の 腐 朽 の程 度 とそ こに棲 息す る 動 物 を記 録 し,そ の変 遷 を研

究 した もの はBlackman,M.W・&H・H・Stage(1924),Brues,C・J.(1927),Graham,S.A.(1925)

Ingles,L.G.(1953),Palm,T・(1959)な どた く さん あ り,一 般 に も,こ の 現象 は よ く知 られて お り,

図 鑑 な どに も 朽 木 に 多 い な どと記 載 されて い る 。 著者(1965)も 京 都市 比 え いlii(標 高約600m)の

モ ミ天 然林 に ころ が って い る大 き な枝 の腐 朽 の 程度,含 水 率 と棲 息 して い る 動 物 との 関連 を 調 べ て み

た が,相 当 に 腐 朽 の 進 み,樹 皮 もな い もの な どに は ム カ デ,ク モ,ヤ ス デ,マ イマ イ な ど,自 らはせ

ん 孔 で き な い もの が す で に 入 り こんで,摂 食,か くれ場 所 と して 利用 して い る 。 しか し,甲 虫 類 を主

と す る昆虫 類 は 比較 的新 しい落 枝 に も,ま た腐 朽 の進 ん だ落 枝 に も発 見 で き,は っ き り した変 遷 を知

る こ とはで き な か った ことを 述 べ た。 これ は大 き な落 枝 で は樹 皮,辺 材 部 と心 材 部 で は腐 朽 の程 度 が

極 め て 異 な る こ とな どに よ る もの で あ ろ う。 さ らに,生 活史 の 長 い 昆 虫 類 で は 新鮮 な とき に 産 卵 され
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て も羽 化 す る と きに 腐 朽 が進 ん で い る こ と もあ ろ う・ 本 研 究 に用 い た ア カ マ ッ,ブ ナの 供 試 木 で も樹

皮 はす で に 落 ち ・辺 材 の腐 朽 も著 しい が 心 材部 は変 色 して い な い もの も あ った 。

棲 息 して い た 動物 もキ ク イ ム シ・ ナ ガ キ ク イ の よ うに 小 型 の もの や カ ミキ リム シの よ うに大型 の も

の,個 体数 の 多 い マ ツキ ボ シゾ ウム シの よ うな もの,さ ら に シロ ア リの 営 巣 とそ れ ぞ れ に よ り食材,

せ ん 孔 の 量 は異 な る し,食 材,せ ん 孔 の 形 態 も異 な る 。摂 食 量 に つ い て はSaveley,H.E.(1939),

Mamaev,B.M.(1961)ら の 試 み が あ るが,棲 息 して い る 個 体数 よ り も現存 量 の方 が よ り関 係 す る で

あ ろ う。本 研 究 に お いて は羽 化,脱 出 して しま っ た動 物 の 重 量 を 直 接 知 る こと は で き な か った 。す べ

て の羽 化 脱 出す る動 物 量 を 知 る た め に は羽 化 脱 出期 に 飼 育 箱 へ の 移 動 も必 要 な 手 段 とな るで あ ろ う。

ア カ マ ツ供 試 木を 用 い た もの で は林 外 にお い た もの の 重 量 減 少 が や や 著 しか った 。 これ は シ ロア リ

の 営巣,摂 食 に原 因 して い る。 林 外 に おい た もの は 乾 燥,直 接 日光 の 影 響 か マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リの

せ ん孔 は少 な か った 。2年 後 に は シ ロア リは他 に移 動 して い るが,営 巣 を受 け た もの の 心 材 部 は ま っ

た く破 壊 されて い る 。 ア カ マ ツの 供 試 木で は マ ツ ノマ ダ ラ カ ミキ リとヤ マ トシ ロア リに よ る摂 食 が 最

も大 きい もの と考 え られ る。 しか し,減 少 率 は 現 存 量 の ほ とん どな か った小 さな供 試 木 に 大 き か っ た 。

と もか く,ア カ マ ツ供 試 木 の 分 解 には マ ツ ノキ ボ シゾ ウム シに よ る 樹 皮 の脱 落,マ ツ ノ マ ダ ラカ ミキ

リ,ヤ マ トシ ロ ア リの 摂 食,営 巣 に よ る もの で,こ れ らの 動物 と腐 朽菌 が 重 要 な 働 きを して い る も の

と考 え られ る。

さ らに,こ れ ら長 期 間 の 変遷 の み で な く,伐 採 の時 期,供 試 木設 置 の時 期,回 収の 時 期 の違 い,せ

ん 孔 す る昆 虫 類 の 飛 来,産 卵 時 期 も大 い に関 係 しよ う。 これ ら につ い て はす で に 高 橋 ほ か(1924),

Kizhnelt,W.(1961)ら に も述 べ られ て お り,ブ ナ材 を 利 用 した 内 田 ら(1956)は シ ナ ノ ナ ガキ ク イ

が ヤ チ ダ モ ノナ ガキ クイ よ り も早 く飛 来 す る こ とな ど個 々 の現 象 につ いて は 多 くの 観 察 が あ る。

また岩 村(1951,52)は 芦生 演 習 林 に お い て,ブ ナ林 に設 置 した場 合 と スギ 林 内 に設 置 した場 合 と

で,せ ん 孔虫 の攻 撃 が違 う こと を述 べ て い る 。 ア カ マ ツ林 内 と林 外 にお い た もの で は,林 外 にお い た

もの の方 が,重 量減 少 は大 きか っ た 。

ブ ナ供 試 木 で も第3表 にみ られ る よ うに,減 少 率 の 大 き か っ た もの に はキ ク イ ム シ,ナ ガキ ク イの

せ ん 孔 が あ る し,と くに2年 目で は減 少率 の 大 き いNo.18,20な ど は ヒゲ ナ ガ ゴマ フ カ ミキ リの せ

ん孔 を 受 けて い る。

2年 目 の も の に減 少 率 の 大 き い もの と小 さな もの が あ るの は,こ れ ら カ ミキ リム シの存 在 が 関与 し

て い る もの と考 え られ る。

しか し,こ れ ら供試 木 の 重 量 減 少 が 動 物 だ け に よ って な され たわ け で な く,腐 朽菌,変 色菌 の大 き

な 働 きが あ っ たで あろ う。 ブ ナ材 がAmbrossiabeetleに よ って 運 ば れ るAmbrossia菌 や変 色 菌,

腐 朽 菌 に よ って,重 量 減 少 が 著 しい こ と は,す で に知 られ て お り,試 験 木片 を 用 いて のAoshima,K.

(1953)ら,多 くの 研 究 が あ る。

しか し,自 然 条 件下 で の これ ら動 物 と菌類 の 相互 作 用 に つ い て は,ま だ十 分 な研 究 は行 なわ れ て い

な い よ うで あ る 。 いず れ に して も落 枝,切 株,枯 死 木 の 重 量減 少,腐 朽 の程 度 と棲 息 す る 動物 の リス

トだ けで な く,変 遷 と 同時 に動 物 の 現 存 量 や摂 食 量 の 調査,ま た菌 類 の 働 き,菌 類 との 相 互 作 用 な ど

につ いて の研 究 が 同時 に行 な わ れ,林 内 にお け る落枝,切 株,枯 死 木 な どの 分 解 と土 壌 へ の 還 元 の 過

程 が 明 ら か に され な けれ ば な らな い 。
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Résumé

   Weight loss of test sticks of Japanese red pine (Pinus densiflora) and beech (Fagus 

crenata) and their associated animals were examined during two years (1963-65) after the 

test sticks were set in the natural condition. 

   Although weight losses of test sticks of red pine in large size (2-5 cm and 5-10 cm in 

diameter) were less than those of small size sticks (under 2cm in diameter and twigs), 

weight of large size sticks was lost by 23.4% (after one year), 41.9% (after two years) of 

the initial weight. 

   Culculionidae, Cerambycidae and Isoptera, whose biomasses were large, played important 

role in the weight loss (decay) of test sticks of Japanese red pine at the biginning of dec-

aying stage. 

   Weight of beech decreased by 18.3% (after one year), 34.7% (after two years). Ipiidae 

and Platypodidae were dominant during the two years. After two years, Cerambycidae which 

plays a role in decay of the stick was also found.










